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建設工 事等に伴 う警備業務の深夜時間帯の勤務に係る労務
費の適切な積算について（通知）

今般、会計実地検査において、警備業務の深夜時間帯（午後１０時から

午前５時まで）の勤務に係る労務費の積算について、複数の警備会社から

徴収した見積書の総額が最低金額となっている見積書に記載された警備員

等の労務単価を用いて、行っていたところ、深夜時間帯の勤務に係る労務

単価の積算に当たり、夜勤単価の割増率について国土交通省大臣官房官庁

営繕部が制定した「建築保全業務積算基準」（国営保第２７号）及び「建

築保全業務積算要領」（国営保第２８号）（以下、「建築保全積算基準等」

という。）に定められている下限の割増率等の合理的な数値を示すなどし

て、具体的に周知をしていなかったことは適切ではなく、改善を図る必要

があるとの指摘があった。

上記の指摘を踏まえ、建設工事等に伴う警備業務の深夜時間帯の勤務に

係る労務費の積算に当たっては、原則、別紙の手順により行うものとする。
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別紙

建設工事等に伴う警備業務の深夜時間帯の勤務に係る労務費算定要領

（１）深夜時間帯に係る警備員の労務単価については、日割基礎単価（注１)

に割増基礎単価率（注２）を乗じた上で、建築保全業務積算基準等で

定められている下限の割増率（２５％）を乗ずること。

（２）警備会社から警備員等の労務費等の見積りを徴収する際は、日割基

礎単価の見積りも併せて徴収する。

（３）深夜時間帯に係る警備員等の労務単価については、徴収した見積り

に記載された労務単価をそのまま採用するのではなく、（１）で算定

した労務単価との比較を行い、より適切なものを採用する。

（４）日中時間帯（午前５時から午後１０時まで）の労務単価について

も（３）と同様に日割基礎単価を用いて算定した労務単価との比較

を行い、その妥当性を確認する。

（５）過年度においても同種警備業務を行っている場合には、日割基礎

単価について、過年度の労務単価等と比較するなどして、その妥当

性を確認する（新規の建設工事等において必要となった警備業務契

約についても、同種警備業務の労務単価と比較するなどして、妥当

性を確認する。）。

（ 注 １ ） 正 規 の 勤 務 時 間 （ 午 前 ５ 時 か ら 午 後 １ ０ 時 ま で の 時 間 帯 に お け

る ８ 時 間 内 で 業 務 に 従 事 す る 時 間 ） 内 に 業 務 を 行 う 場 合 の １ 日 （ ８

時 間 ） 当 た り の 単 価 。 年 間 当 た り の 平 均 的 な 賃 金 （ 基 本 給 、 家 族 手

当 、 住 宅 手 当 、 通 勤 手 当 等 の 基 準 内 手 当 及 び 賞 与 ） を 当 該 平 均 的 な

年 間 労 働 日 数 で 除 し た も の （ 建 築 保 全 業 務 積 算 要 領 よ り ）。

（ 注 ２ ） 割 増 基 礎 単 価 率 は 「 建 築 保 全 業 務 労 務 単 価 」（ 国 土 交 通 省 官 庁

営 繕 部 ） に 記 載 さ れ て い る 「 割 増 基 礎 単 価 率 」 を 用 い て 算 定 す る こ

と と す る 。

割 増 基 礎 単 価 率 は 、 日 割 基 礎 単 価 に 乗 じ て 割 増 基 礎 単 価 を 算 出 す

る た め の 率 で あ る 。 な お 、 割 増 基 礎 単 価 と は 、 日 割 基 礎 単 価 か ら 賞

与 、 通 勤 手 当 、 家 族 手 当 、 そ の 他 労 働 基 準 法 施 行 規 則 第 ２ １ 条 に 定

め る も の を 除 い た 単 価 で あ り 、 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て 業 務 を 行 う

場 合 の 時 間 外 単 価 や 午 後 １ ０ 時 か ら 午 前 ５ 時 ま で の 時 間 帯 に 業 務 を

行 う 場 合 の 夜 勤 単 価 を 算 出 す る た め の 基 礎 と な る １ 時 間 当 た り の 単

価 で あ る （ 建 築 保 全 業 務 積 算 要 領 よ り ）。


